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学校法人神戸女学院 中期計画  (2021-2025年度)         

                    （2021年 4月 1日） 

はじめに 

 
神戸女学院は 1875年の創立以来、「キリスト教主義」、「国際理解の精神」、「リベラルアーツ教育」

を軸とする少人数制の女性教育によって、才気あふれる卒業生を輩出してまいりました。わたくし

たちはこれからも、時代と対話しつつ、永久標語「愛神愛隣」への理解を深め、培ってきた教育の

姿勢をさらに展開させ、高い他者共感性を備えて世界に仕え、もって未来を切り拓く生徒・学生を

送り出してまいります。 

 本学院の創立者であるお二人の女性宣教師は、米国最初の海外宣教団体アメリカンボードより派

遣され、切支丹禁令の高札撤去直後の 1873年 4月、神戸に着任されました。伝道開始から間もなく

出会った数名の婦人らより子女への教育を請われ、私塾で聖書と英語と音楽などを教えます。二年

後に「女學校」が開設されました。開校に際して、創立者イライザ・タルカットは、生徒たちに「目

を上げ、背筋を伸ばし、前を見なさい」と語りかけ、神の前に一人の人として立つ自立的かつ自律

的な、聖書に基づく人間の在り方を示しました。もう一人の創立者ジュリア・ダッドレーも「愛神

愛隣」の聖句をもって、キリスト教の理解に大切な「隣人愛」を教えました。お二人に続く宣教師

の先生方は教育の方法としてリベラルアーツの理念を導入し、今日の礎を築かれました。現在、神

戸女学院には中学部、高等学部、大学、大学院に約 3500人が学び、多様な場面に立ち向かいうる知

性と教養を身につけるため、それぞれの目標と専門に応じた研鑽を重ねています。 

 今般の中期計画を立てるにあたり、大学と中高部はそれぞれ教育の基本認識を提示しました。キ

リスト教、国際理解、リベラルアーツ、高い共感力、豊かな人間性など、先達から継承した多くの

指標が共有されています。私学は元来、訴えるべきメッセージがあって歩み始めた教育共同体です。

2025年、わたくしたちは創立 150周年を迎えます。受け継いできたものを次世代へと架橋するよう

努めつつ、お支えくださる方々の思いに学び、不足点をただし、女性への教育機関としての意味を

さらに問い、校地・校舎の更新、リベラルアーツ教育の深化、教育・研究環境の改善、グローバル

化・技術化への対応、社会からの要請など諸課題に取り組み、新たな歴史を創り出してまいります。 

 

（理事長・院長  飯  謙） 
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大学 中期計画 

 
神戸女学院大学は、キリスト教主義、国際理解の精神、リベラルアーツ教育の 3つの教育の柱を

掲げ、主体的に学び、高い共感力と対応力、それらを素地とした専門的能力を備え、様々な場面で

リーダーシップを発揮することの出来る女性を育てることを教育の目標としています。 

 この目標を達成するための教育の場であり続けるために、これからの 5年間、以下の項目を実施

致します。 

1. 2017年度より施行の新カリキュラムの効果の検証をし、必要に応じたリベラルアーツ教育

のさらなる可視化、強化を目指した改訂を施す。 

2. アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーなどに記載

の本学学修目標のさらなる可視化を実践し、今後の質保証・教学マネジメントの体制を整

備する。 

3. 受験生に分かりやすい本学の情報を継続的に提供するとともに、新学習指導要領および入

試改革に適切に対応した入試の体制を整備する。 

4. ウィズ・コロナ、アフター・コロナにおいての、学修者に寄り添った教育の体制を整備す

る。キャンパスと教室を活用した対面授業の充実と、時代に即した質の高いオンライン教

育の両立を図り、さらにリカレント教育、教育の国際化などに対応できる体制を強化す

る。 

5. 教育研究環境及び組織の整備と質の向上、特に、教員のジェンダーバランスの適正な維

持、研究者養成も含む、学修者・研究者の多様化に対応出来る体制を整備する。これに伴

い、本学が求める教員像との関連を考慮し、教員構成のあり方について検討する。 

6. 学長を中心とした組織部署の適切性の検証をし、大学全体のガバナンスのあり方を持続的

に検証する。 

7. 地域連携・国際連携活動を通し、SDGｓに対応出来る人材を育成し、全学レベルで SDGｓと

の関わり方についての共通認識を醸成する。 

8. 2025年学院創立 150周年に向け、学院とともに多様な学生の姿に対応したハードおよびソ

フト面の教育体制を立案し、具体化する。 
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中高部 中期計画 

  

神戸女学院中学部・高等学部は、キリスト教による人格形成、国際理解のための英語教育、生徒

の主体的な学び、を尊重することにより、豊かな人間性とリーダーシップを持った自立した女性を

育てることを教育の目標としています。 

これからの 5年間において、真理を探究する学びの場としてのふさわしい環境を整えるために、

以下の 6項目を実施していきます。 

 

1. 少人数化クラスの教育環境を順次整える。また、校舎の改装をする。 

2. 問題を抱える生徒に寄り添い対応していくことができるように、特別支援体制を整える。 

3. ITを用いた適切な教育環境、学習形態を再検討し、その体制を整える。 

4. 課外活動である放課後のクラブ活動について、学校が担える部分と、外部の方が担える部分

との検討をし、体制を整える。 

5. 学習環境を整えるために、葆光館、アンジー・クルー記念館の空調システムや、ロッカー室

の整備を行う。また、老朽化の進んだ部分の改修工事を行う。 

6. 新学習指導要領に対応した、新しいカリキュラムを作成し実施する。 

 


